
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 章 香川大学学生生活実態調査 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

調査の目的 

  香川大学学生生活実態調査 香川大学 学生 う 条件 う

意識 学生生活 営 い い 学生生活 実態 把握 大学 諸施

策 基礎的資料 活用す 目的 い す 調査 昭和

第 回以来 回実施 報告書

い す  

 

  第 回調査 1986 昭和     第 回調査 1989 成 元  

  第 回調査 1992 成      第 回調査 1994 成   

  第 回調査 1996 成      第 回調査 1998 成  

  第 回調査 2000 成     第 回調査 2002 成  

  第 回調査 2004 成    第 10 回調査 2006 成  

  第 11 回調査 2008 成    第 12 回調査 2009 成  

    第 13 回調査 2011 成    第 14 回調査 2013 成  

 

 調査 第 回 第 回 実施 社会人

入学 外国人留学生 増加等多様化す 学生や 急 変化す 大学 教育環境 明確

把握す 第 回 実施す 第 11 回 毎 実施

す 第 12 回 従来 一回 戻す  

 調査内容 い 経済状況 基礎的 調査 加え 時々 ッ

的 マ 関す 調査 実施 い す  

 今回 第 5 回 ッ 的 マ 関す 調査 新 社会規範  

遵 犯罪 被害等 関す 調査 実施  

 

 

 

調査実施期間 

 

     成 日～ 日 

 

 

調査の対象と方法 

  調査 当 ム 教務 ム 入力す 学部学

生 但 夜間主コ 学生 び留学生 除く 簿 全学生 1/5 無作為 ッ

アッ 回答 願いす 送付 学部別 性別 回収数 回収率

次頁 示す す  
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学部別、性別の回答数及び回答率 

         分  学生数 人   回答者数(人)  回答率 ％  

 学 

 

  

 部 

 

 

 別 

 教 育 学 部                        

 法 学 部                            

 経 済 学 部                         

 学部 学科                               

 学部看護学科                      

 工 学 部                       

 農 学 部                           

  学 部 別 合 計                

 性 

 別 

 男     子                

 女     子                

    性 別 合 計                

            法学部 び経済学部 夜間主コ 学生 び留学生 除い い す  

           

調査の内容及び項目 

 調査項目 設定 当 経済状況 基礎的 事項 加え 今回 ッ

的 事項 社会規範 遵 犯罪 被害等 関す 調査 実施  

 設定項目 基本的事項 い キャン イ い 分

い す 質問内容 び質問数 以 す 合計 問

い す  

 

基本的事項    属性 問 通学方法 問 経済状況 問  

キャン イ  学業 問 課外活動 問 就職選択 問  

社会規範 遵 犯罪 被害等 問 健康 問  

 

集計と報告書の作成 

 入力 調査票 ア タイム 集計 行い ム 随時集計結 確認

う  

 報告書 作成 当 主 調査項目 い 学生支援センタ 会議委

員 分析 い 調査結 わ やすい う 質問 帯

掲載  

次生 い 調査対象 251 大幅 超え 461 入力 あ

タ 確認 回答者 複 く 入力 誤

い わ アン 回答依頼 送付 調査対象者学

生 く 入力 可能 調査対象外 学生 アン

調査 存在 知 入力 考え す 今回 正 く入力 タ 処

理 次回 う 事態 起 い う対処 い 考え い す  
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